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A)アフリカに生息する野生チンパンジー・ボノボの生

態と行動研究

M人 Huffman，播本千絵，鹿馬耕一郎，

笠原聡，松岡絵里子

タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のノレボ

ンド島，ウガンダ関カリンズ森林などのアフリカ各地の

調査地で，チンパンジーを中心に生態学的調査をおこな

った.類人猿の自己治療行動研究の一環として，チンパ

ンジーの寄生虫やその他の感染症を調査した.移入され

た西アフリカ由来のチンパンジーが生息するノレボンド

島では， 2000年に開始したチンパンジーの行動生態学

的研究を継続し，島全域の土地利用，食物の季節的変化

などを調査した.カリンズ森林では，食物の季節変化に

対-する遊動や採食について調査した.

コンゴ民主共和国ワンパ地IKでは，ボノボを対象に

食物の季節変化と遊動・採食との関係について調査を行

った.

B)マカクの文化的行動研究

M.A.Huffm却し C.A.D. Nahallage， J-B Leca (Univ. 

ofGeorgia) 

各地のニホンザノレの野生餌づけ群及び餌育ニホン

ザノレやアカゲザノレのコロニ}で、調査をおこなった.嵐山

(京都府)，小豆島(香川県)，高崎山(大分県)，幸島

(宮崎県)等の餌づけ群と霊長研内，日本モンキーセン

ター内の放飼場コロニーで，石遊びなどの文化的行動の

社会的観察学習・伝播機構の比較研究をした.

。ニホンザノレの環境利用に関する研究

M.A.耳uffma九 M.F.Jaman 

自然環境に近い霊長類研究所第5放飼場群と，人工

的な環境の高浜群及び、若桜群を対象に，一年を通して，

それぞれの群れの採食パターンや採食メニューとその

季節的変動，性年齢差を調査した.

D)スリランカに生息する霊長類の行動生態学的研究

M.A. Huffman， C.A.D. Nahal1age 

2004年末に開始したスリランカに生息する野生霊

長類の予備調査を継続しておこなった.これまで，南西，

南，東南，中央地域，北東地域にかけてのおカ所で，

トクザノレ(Macacasinica)，ハヌマンラングーノレ(Presbytis

entellus・)，カオムラサキラングーノレ (Presbytissenex)の

行動生態学調査， DNAによる亜種検定兼寄生虫感染状

況を調査するためのための及び分布調査をおこなった.

E)メスニホンザルにおける社会的JI慎位，繁殖状態、や健

康状態と糞中のコノレチゾーノレ量の動態に関する研究

M. A. Huffman， C. Garcia， 

清水慶子(器官調節分野)

霊長研所飼育群のニホンザノレメスにおける糞中ス

テロイド濃度(コノレチゾール，プロゲステロン，エスト

ラジオーノレ)を調べ，これらのホルモン状態と繁殖状態，

社会関係，栄養状態との関連性を検討した.継続調査に

よって，高浜群及び若狭5放飼場のオトナメスニホンザ

ル(十コドモがいる場合)の行動観察，定期的の糞採集

と健藤チェックを行った.

F)屋久島におけるニホンザ、ノレと寄生虫を支える食物網

の構造とエネルギー論に関する研究

M. A. Huffman. A.D. Hernandez 

本共同研究計画で実施することは，霊長類の食と病

気を新たな視点から見つめるものであり，今までに霊長

類学の中で本格的に取り上げられてこなかった食物網

の構造とエネノレギー論に焦点をあてている.本年度中，

屋久島の西部海岸部において，宿主と寄生虫を支える食

物網の構造とエネノレギー論に関する研究を開始した.そ

の地域の食物網を整理し，サノレとその寄生虫を養うエネ

ルギーの流れや，サルと寄生虫の接触の構造とその季節

的動態を目的として調査を行った.調査地内に生息す

るサノレの摂取する食物量の測定を行なった年齢，性}31J，

社会的順位による感染度の変異を調べるために，定期的

にサノレの糞を採集した.本共同研究計画で実施すること

は，霊長類の食と病気を新たな視点から見つめるもので

あり，今までに霊長類学の中で本格的に取り上げられて

こなかった食物網の構造とエネルギー論に焦点をあて

-40-



 

－41－ 

エネルギー論に焦点をあてている． 

G) ニホンザルの未成熟個体の社会関係についての研究 

松岡絵里子 
宮崎県幸島において，野生ニホンザルの未成熟個体

の社会関係の発達について調査をおこなった． 
 

H) 屋久島のニホンザルの生態学的研究 

松原幹，早川祥子 
交尾期の採食行動および交尾行動の観察を行い，

DNA解析用とホルモン解析用の糞サンプルの収集を行
った． 

 

I）アフリカの野生ヒガシローランドゴリラとチンパン
ジーの植生利用解析 

松原幹 
コンゴ民主共和国カフジ・ビエガ国立公園の野生ヒ

ガシローランドゴリラとチンパンジーの遊動と森林植

生の関連を GISを用いて解析し，ヒトによる国立公園の
伐採地域の森林植生と類人猿の利用植生の比較を行っ

た． 
 

G) テナガザルの行動生態学的研究 

早川祥子 
インドネシアに生息する野生テナガザルの生態調

査を行い，糞および尿を DNAサンプルとして採集した．
また，アメリカ合衆国のテナガザル保護センターにてコ

ドモの音声発達の調査を行った． 
 

＜研究業績＞ 
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